
群馬イノベーションアワード 2025・トップ座談会２

2008年 太田市で創業 そば

粉の製粉 食品の輸入輸出販

売 飲食店経営 業務用食材の

仕入れなどを手がける20年

に一般社団法人・日本そば文

化学院を開校し そば職人の

育成や創業支援に加え 全国

高校生そば打ち大会を主催

北海道外での利益拡大と北

海道への貢献・情報発信を目

的に2017年４月に創部した

法人向けには 顧客担当制に

よる顔の見える営業 家庭向

けには 北海道産ギフトを進

呈する電気料金プラン など

をアピール

1878年 第三十九国立銀行

設立1932年 県内中小金融機

関の大同合併を目的とした群

馬県金融株式会社が発足55

年 株式会社群馬銀行に商号

変更2027年４月 第四北越フ

ァイナンシャルグループとの

経営統合を予定している

40年以上の歴史を持つ前橋

市の税理士事務所 若手税理

士が中心となって クラウド

会計から創業・事業承継まで

地域の中小企業をサポートし

ている 得意分野は創業支援

や農業分野 女性の経営者向

けのサポート

一般の金融機関を補完しつ

つ 身近な金融機関として国

民生活の向上に寄与すること

を目指す政策金融機関 小規

模事業者・創業企業や農林漁

業・食品産業の支援のほか 中

小企業・小規模事業者の成長・

発展を金融面で支援

日本政策金融公庫群馬銀行ダイコー 北海道電力首都圏販売部

1984年創業 前橋市に本社

を置き 産業廃棄物収集運搬

を軸に環境コンサルティング

事業を展開2013年 ホー

ルディングスを設立し

グループによる廃棄物の収集

運搬 中間処理 最終処分 リ

サイクルなどへ事業を拡大
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起業家発掘プロジェクト 群馬イノベーショ

ンアワード 2025 上毛新聞社主催 田中

仁財団共催 の実行委員と協賛社のトップらが

本業と地域課題の接点 をテーマに語り合う座

談会。２回目は６人が、地域課題の解決が活性

化につながるだけでなく自社の収益向上に役立

つこと、共に成長していく大切さなどを再確認

した 次回は９日掲載
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群馬銀行常務取締役

堀江明彦氏

税理士法人
田子会計事務所代表

田子宏美氏

日本政策金融公庫
前橋支店長

森下勝弘氏

アドバンティク・レヒュース

代表取締役社長

松本 清氏

ダイコー代表取締役

斎藤胡依氏

北海道電力首都圏販売部長

長谷川静一氏

持続可能な地域経済圏
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好循環築き貢献したい

そばの聖地 目指す

三つの事業に注力

民間施設うまく活用

激しい競争環境

安心と挑戦を支える

大学と積極的に連携

循環型社会構築に貢献

地域資源の有効活用を

利益や経験を循環

堀江 「私たちは『つなぐ』

力で地域の未来をつむぎま

す」というパーパスに基づい

た経営に取り組んでいます。

目標はお客さまの課題解決か

らスタートして、お客さまと

当行の双方が利益を上げるこ

と。お客さまや地域社会の課

題を解決しつつ、群馬銀行グ

ループの収益を上げさせても

らい、企業価値を向上させる。

地域のためになり、企業のた

めにもなる。その好循環を築

くことが、地域経済の役に立

つと考えています。

斎藤 そば店の経営とそば

粉の製粉、そばの学校を運営

しています。「そば×教育」

「そば×観光」「そば×茶道」

のように、「そば×○○」で、

太田市や群馬県を「そばの聖

地」にしたい。今、そば祭り

を計画しています。上下水道

と電気の設備は整っており、

500台くらい止められる駐車

場も整備します。テントを張

れば10店舗くらいは出店でき

ると思います。市内外のそば

屋さんや全国の高校生にも出

店してもらいたい。１年に１

回でなく、何回も開催できる

ようにしたいですね。

田子 地域のために大きく

三つの事業に力を入れていま

す 第１に 事業承継の支援で

す 私自身も事業承継した経

験から 既存の事業を次の世

代につなぎ 雇用維持や地域

経済の安定に貢献したいで

す 第２に ツールなどの活

用促進です 特に経理分野に

おいて を取り入れること

で効率化を進め生産性が向上

します 第３に創業支援や女

性経営者の活躍支援です 新

しい挑戦を後押しし 長く続

く事業を地域と共に作り上げ

たいと思います

松本 廃棄物処理施設や管

理型処分場の延命化、生活焼

却物が出る限り続く燃え殻の

処理を民間施設での利用を並

行して提案しています。地域

によってさまざまな事情があ

る上、処理施設は簡単に造れ

ないため民間施設を利用しな

がら延命化を図ることが重

要。本年度、伊勢崎市のプロ

ポーザルで燃え殻の溶融化の

仕事をいただくことができま

した。民間施設をうまく活用

すれば自治体の廃棄物処理施

設の問題を解決していけると

思っています。

長谷川 2016年に電力販売

が全面自由化され 全国に700

社以上の小売電気事業者がい

ます。今は電力会社が消費者

に選ばれる時代。激しい競争

環境にさらされています。た

だ利益は企業にも北海道にも

群馬にも還元したい。そのた

めにはもうからなくてはなら

ず、そういう会社だと認知さ

れるまでが勝負。電力会社は

目立たなくていい。困ったと

きに「何かやってくれるかも

しれない。声をかけてみよう

か」と感じていただければ成

功ではないでしょうか。

森下 主なお客さまは地元

の中小・小規模事業者と農林

漁業者です。「お客さまの安

心と挑戦を支える」をモット

ーに掲げていますが、挑戦へ

の支援がしにくくなっていま

す。物価や飼料価格の高騰で

コストが上がり、規模拡大や

工場新設が難しくなっている

のが悩み。新規就農や異業種

からの参入、事業の多角化な

どを支援したいのですが、ハ

ードルがかなり高くなってい

ます。投資をご支援していい

のかどうかの判断が非常に難

しくなっていますね。

森下 当社のお客さまの最

大の課題の一つは人手不足。

解決には外国人材の活用が必

要です。外国人材を仲間とし

て受け入れられる県になって

いただきたい。最近、大学と

の連携を進めています。高崎

経済大学で昨年、農業経済学

の講義を行い、現場の声や実

態を知ってもらいました。今

年は７月にフードシステム論

を講義、12月には農業経済学

を講義します。若者にわれわ

れの知見などが役立つのであ

れば積極的に取り組みたい。

斎藤 そばの学校を運営し

ているのは 後継ぎがいなか

ったり 高齢でやめざるを得

ないそば店を何とかしたいと

思ったから 太田にこういう

学校があることをもっと国内

外に知ってもらいたいです

ね そば×観光 の面でいう

とインバウンド向けに力を入

れたい 群馬の食文化を体験

したり 周辺の温泉と連携で

きたりするといいのですが

そばを軸に地域資源を活用し

て 教育や観光 農業振興 文

化継承などの課題解決に貢献

したいと思っています

長谷川 北関東を中心に営

業していますが 販売エリア

は広げない お客さまは広げ

るという気持ち 当社は ほく

でんグループ ともに輝く明

日のために とうたっていま

す これを胸に刻み 地域共創

とはどういうことができるの

か考えていかなくてはならな

い 単なる事業拡大にとどま

らず 各地域との連携や情報

発信を通じて 北海道の魅力

を広く社会に伝えるととも

に 得た利益や経験を循環し

お客さまと共に成長すること

が使命だと考えています

松本 グループには300

社以上の協力会社さまがお

り その中でお客さまのニー

ズに合ったものを紹介し よ

り有効なリサイクルや処理方

法を提案しています 農業分

野では堆肥化や飼料化のお手

伝いをさせていただいていま

す 廃棄物を堆肥化して農家

で使っていただき 生産した

野菜を直販したり 廃棄物を

排出したその会社の社員に野

菜を買っていただく こうし

たリサイクルループを広め

循環型社会を作ることに貢献

したいと思っております

ビジネスに女性の力を

田子 コロナ禍を経て オ

ンライン会議やクラウド会計

の普及が進み 仕事の効率化

が大きく進展しました 経理

の分野では ツールの利用

でさらに効率化が期待できま

す

また 当社では女性が活躍

し 日々の成長を支えてくれ

ています 人口減少や人材不

足が課題となる中 女性がビ

ジネスの場でも力を発揮でき

る環境が広がれば 地域経済

の活性化にもつながるはずで

す 多様な人材が活躍できる

地域を作っていきたいです

堀江 パーパスを進化さ

せ サステナブルな地域経済

圏を作りたいですね 当行が

ハブとなり ヒト・モノ・カネ・

情報を使って地域経済を回し

ていく その中で三つのエコ

システムを推進したい 一つ

は 地域産業の持続性を高め

るエコシステム スタートア

ップ支援や事業承継です 二

つ目は 地域企業の生産性を

高めるエコシステム 外部連

携などにより 中小企業の

化を支援していく そして

三つ目は 地域の生活を豊か

にするエコシステム キャッ

シュレス化や事業者の生産性

向上に取り組んでいきます

(令和７年) （６）(令和７年) （６）


